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評　　価 評　　価

（総　　合） （総　　合）

評価項目 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見
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　・センター的機能を発揮することができる人材の育成
　・ヒヤリハットの周知方法の検討と職員の危機管理意識の向上
　・ＰＴＡ活動の精選及び様々な見直し
　・学舎連携による指導の充実

　・教員のICT活用力向上のため重点目標を設定した研修 教室不足、職員不足、働き方改革等、色々と難ある中で
も先生方の前向きな努力と姿勢を見て聞いて感じている
ので本当に有りがたく日々感謝しております。校内がいつ
もきれいに整頓されていて、子どもたちもしっかり挨拶し
てくれます。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見

職員間の連携や関係を育み、人権が尊重される指導・支援の充実を図る。

寄宿舎生一人一人の健康管理や食育の充実、基本的な衛生意識を培う。

自立と社会参加を目指した活動の充実
や学舎連携を強化する。

職務に応じた基本的な専門知識・技能の他、様々な課題に対応するため校内研究の充実を図り、実践的指導力の向上に繋げる。

A

・寄宿舎指導員としての資質の向上、OJT による人材
育成を行う。

寄宿舎生活を通して社会性の向上を目指し「挨拶力」「掃除力」の取り組みを推進する。

寮務会、学舎連絡会、学舎連携会議等で情報を共有し協働体制を構築する。

A

筑後特別支援学校の生徒にとって、寄宿舎
充実は大切な資源だと思う。ここを利用して
いた卒業生の方達の生活自立度は高いも
のがあると思う。他県からも視察があるよう
な寄宿舎経営がなされていることは、本当に
素晴らしいと思う。

５　寄宿舎充実・
　　学舎連携

障がいの状態や発達の段階等に応じた
生活習慣の確立を図る。

寄宿舎における「個別の支援計画」を基に、実態や発達段階等を把握し、生活習慣の確立に努める。

A

A

・社会の変化に応じた寄宿舎運営の推進を行う。

研修部掲示板、学校ポータル等を活用して、研修会・講習会・講座等の紹介を行う。

授業力向上につながるよう、若年教員研修等の研究授業を活用した学びを推進する。

教育的ニーズに応じた指導・支援を行う
ための教職員の専門性の向上を図る。

各地域自立支援協議会の担当職員を固定し、円滑な対外的連携を進める。

B

・校内支援については、学級や学部だけでなく、ケース
によっては他分掌とも連携を図りながら支援にあた
る。コーディネーターが関係機関との連絡調整を行い、保護者と関係機関を繋ぐ。

障がい特性に係る専門性を高め、各学部のコーディネーターと協働し、教育相談等を行う。

A

地域の小中学校などからセンター的機能に
ついてよい評価を得ている。地域のセン
ターとして果たしている機能をもっと積極的
に評価されて良いと思う。また、そのことを
いろいろな機会をとらえて発信してもらいた
い。

４　研修・
　　センター的機能

障がい特性に係る専門性と教科等指導
の専門性を高めるため、「Plant」を活用
した主体的な研修を推進する。

「Plant」の受講申込等が滞りなく行われるよう、サポートを行う。

B

B

・『Plant』については、今年度が運用実施１年目という
こともあり、どのようなトラブルが生じるか分からない
状況であるため、必要に応じて対応していく必要があ
る。

進路相談の充実を図り、児童生徒一人一人の進路的ニーズに応じた支援を組織的に行うことで児童生徒の進路保障の充実を図る。 

業務分担を細分化し、ＯＪＴの推進を図るとともに、職員研修等を通して職員全体の専門性の向上を図る。 

ＰＴＡ事業が円滑に行われるよう、ＰＴＡ会員への連
絡調整・情報提供を行う。また、職員の業務に関す
る環境整備を図る。

ＰＴＡ事業は、役員・理事会で内容の精選や協議を行い、会員が参加しやすい日程や 内容を提案する。

B

・ＰＴＡ活動が教員主体になりやすい。
・役員選出が毎年難航している。行事のあり方も変
わってきており、役員の役職や人数を今後検討してい
く必要がある。

ＰＴＡ事業を庶務部全体で協力し、円滑に取り組めるように努める。

関係分掌等と連携し、環境の変化に対応し整備を行う。

A

従来より進路指導に力をいれていることも
あり、自校の取組について厳しく評価してい
るように思う。学生から社会人となる段階の
進路指導は、社会につなぐ重要な役割があ
ると思ので、業務が精査されすぎないようお
願いする。

３　卒後支援・
　　関係機関連携

障がいの状態や発達段階に応じた適切
な進路指導の充実を図る。

児童生徒・保護者の願いに即した進路指導・支援を進めるとともに、担任及び学年・学部との共通理解を図る。

B

B

・年間を通してあらゆる業務があるため、業務の精査
及び人員を増やしていく必要がある。
・業務内容の更なる精査。

児童生徒のよさや障がいによる学習上及び生活上の困難さの背景を踏まえ、個別性、多様性、複雑性に対応した支援・指導を行う。

緊急時対応シミュレーション（大規模災害)を行い、機動的に対応できる危機管理体制の強化に向け、危機管理マニュアルを改善する。

安全・安心で効果的な学びのため、学
校・寄宿舎の教育活動全体を通じて保健
安全指導、食育の充実を図る。

緊急時対応シミュレーションを実施し、職員の知識の習得や児童生徒の実態把握を行い、災害時等に備える。

A

・服薬を要する児童生徒の増加などに伴い、職員の児
童生徒理解と対応力の向上につながる取組を充実さ
せる。食育推進委員会や給食研究実行委員会と連携しながら研究推進に取り組み、安全な学校給食や食に関する指導を行う。

ヒヤリハット事例を職員間で共有し、事故防止に努める。

A

規模の大きい学校だけに、様々な緊急場面
における教職員一人一人の動きを統率する
困難さが容易に想像できる。忙しい中です
が、危機管理についての職員の意識を高め
ていく取り組みを、今後とも継続してお願い
したいと思う。

２　生活・安全指導

安全・安心な教育環境づくりと自己肯定
感とたくましさを育む積極的な生徒指導
を行う。

学習発表会及び体育的行事の円滑な運営及び実施後の反省を元に、隔年開催に向けた次年度以降の実施計画の改善を行う。

A

A

・次年度の運動会、再来年度の学習発表会に向けた
企画立案の円滑な進行
・災害を含めた緊急性のあるものについての共通理解

「食に関する指導の全体計画」を関連付けた年間指導計画のＲ-ＰＤＣＡを呼び掛ける。

「個別の教育支援計画」を寄宿舎や関係機関等と共通理解し、教育活動全体に生かす。

障がいの状態や発達段階等に応じた、
ICTを効果的に活用した指導の推進を
図る。

食生活に主体的に向き合う児童生徒の育成のためにICTを効果的に活用できるよう、活用できるアプリ等の情報を収集し活用方法を分かりやすく提供する。

A

・管理やセキュリティに関するルールの理解・定着が不
十分であり、周知のさらなる工夫が必要である。
・新 CMS ホームページ運用における操作の簡素化
やマニュアル整備を進め、属人化を防ぐ必要がある。

セキュリティの機密性・完全性・可用性を確保・維持するため、「情報セキュリティ対策セルフチェック」を年２回実施する。

「生成AIの利活用に関するガイドライン」を踏まえ、校務の効率化や指導の充実を図るため、具体的な活用事例を収集し、提供する。

A

ICTを効果的に活用し個に応じた指導の充
実は、児童生徒・教職員の効果的な職務遂
行にとっても効果の高い大変よい手立てだ
と思う。また、生成ＡＩの利活用は、今後必要
となるものとは思うが、難しい問題も起きる
のではないかと危惧するものである。

１　教育内容充実

評価の二期制の定着及び教育課程の改
善による個に応じた指導の充実を図る。

「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」の見直しを通じて、評価の二期制の定着を図り、一人一人の実態に応じた指導の充実を促す。

A

A

・高等部は、現場実習の際に個別の教育支援計画を
活用した。この取組について今年度中に進路指導部と
協議し、次年度以降に向けて改善を図る必要がある。

○実効性のある危機管理マニュアルを整備し、機動的に対応できる危機管理体制を強化するとともに、学校・寄宿舎の教育活動
全体を通じて生徒指導、保健安全指導、食育の充実を図る。

○教育的ニーズに応じた指導・支援を行うための教職員
の専門性の向上

○「Plant」を活用した主体的な研修を推進し、障がい特性に係る専門性と教科等指導の専門性の両輪を高めるとともに、ＯＪＴに
よる人材育成を推進し、若手教員及びミドルリーダーの育成に努める。

○自立と社会参加を目指した支援の充実
○「挨拶力」、「掃除力」の育成に全校で取り組み、キャリア教育を推進するとともに、特別支援学校のセンター的機能を発揮し、地
域の特別支援教育の拠点となることを目指す。

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標

◎評価の二期制の実施など様々な
校務の見直しを行い、児童生徒と
向き合う時間の確保につながっ
た。
●障がいについての理解を深め、
センター的機能を発揮することが
できる人材の育成や教科等指導の
さらなる専門性の向上に努め、授
業改善に取り組む。

○障がいの状態や発達の段階等に応じた適切な指導
○教科指導や行事精選の視点から教育課程を見直し、指導計画・内容の充実・改善を推進するとともに、評価の二期制の定着に
より、一人一人の実態に応じた指導の充実を図る。

○安全・安心で効果的に学べる教育環境の充実

学校運営方針
　教育活動全体を通して、「チーム筑特」による組織的な協働体制を構築し、１２年間の一貫した継続性のある指導・支援の充実、教育環境の整備、教職員の専門性の向上を図り、特別支援
教育を推進する。

A A

学　校　運　営　計　画　（４月） 　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

様式３

令和７年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立筑後特別支援学校

自己評価 学校関係者評価


